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　1980 年 11 月以降の最近の地震活動について報告する。この間の防災センターの地震観測点

の分布は第 1 図に示す通りである。

　第 2 図は各観測点毎の日別地震回数であるが，地震回数の上では現在までに特に指摘すべき

有意な変化はない。

　第 3 図は 1980 年 11 月から 1981 年 3 月までの月別震源分布図及び 1980 年 1 年間の震源分

布図である。第 3 図の（6）に示されているように，1980 年で特に震央が集中している地域は，

鹿島灘周辺のかなり広い地域，茨城県南西部，千葉市近傍，山梨県東部，伊豆半島東部川奈崎

沖近傍，三宅島の西南西約 50km に約北北西－南南東にのびる地域，長野・岐阜県境の御岳山

付近であった。1980 年 11 月から 1981 年 3 月の期間においても，第 3 図の（1）から（5）に見る

如く，前記の地域において地震活動は特に活発である。1980 年の三宅島の西南西約 50km の

地震群に近い所で 1981 年 1 月上・中旬にも地震群が見られるが，これは 1980 年のものに比

べて約 20 ㎞西に位置しており，違う地震群というべきものかも知れない。但し，これらが南

北に長くのびているのは震源決定法から来る見かけ上のものである可能性もある。次にこの間

で 2・3 の注目した地震活動について簡単に報告する。

（1）　1981 年 1 月 5 ～ 23 日の間，静岡県西部の秋葉山付近で微小地震が頻発した。渡辺の式

によると最大の M は 2.2 であった。第 4 図はその震央と水窪観測点（ MSK ）の日別地震回数

である。但し，6 ～ 12 日は他の観測点から推定した回数である。MSK の S － P 時間は 2.7 ～

3.0 秒に限定されているので，地震の範囲はかなり狭いと思われる。この頻発地震は，1980 年

5 月にこの地域の地震の検知能力が大幅に改善されて以来の最も顕著な地震活動である。なお，

山田・大井田 1 ）の 1970 年 7 ～ 8 月の観測結果によると，今回の頻発域付近には多数の微小地

震が発生していた。

（2）　静岡市南西 20 ㎞付近で，1981 年 4 月 16 ～ 20 日にかけて深さ約 30km の微小地震が頻

発した。第 5 図は震央分布，最大地震（ M ＝ 2.7 ）の発震機構，岡部観測点（ OKB ）におけ

る S － P 時間が 5 秒未満の地震の日別回数を示す。

（3）　相模湾西部の根府川沖で小規模の地震活動があった。防災センターの観測網では 5 月 4 ～
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5 日で 10 個の地震が観測され，うち 8 個の震源が求められている。深さはいずれも 12 －

14km である。最大地震は M=3.6 であった。
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第 1 図　防災センターの観測点分布
Fig. 1　Distribution of the NRCDP stations.
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第 2 図　日別地震回数。数値は片振幅の値で地震計数時のスレッシュホールドレベルを示す。
：長期欠測，波線は１日以内の欠測，大平（ OHR ）のみ 06：00 － 18：00 を除

く半日の計数

Fig. 2　 Daily frequencies of earthquakes. Numerals are threshold levels of amplitudes for counting the 
number of earthquakes. Only at OHR, the shocks from 06:00 to 18:00 are rejected from counting to 
eliminate quarry blasts. Broken bars mean partial breaks of observation in a day.

: No record for more than one day.
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 3 図　防災センター観測網による震源分布
Fig. 3　Hypocentral distributions determined by the NRCDP network.
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 4 図　1981 年 1 月の微小地震の群発。左は最大地震の震央，右は MSK における日別地震回数

Fig. 4　A microearthquake swarm in January, 1981.
　　　  Left: An epicenter of the maximum shock.　　Right: Daily frequencies of the earthquakes at MSK.

第 5 図　 1981 年 4 月の静岡県中部の微小地震活動。震央分布，最大地震のメカニズム，日別
地震回数

Fig. 5　 Microearthquakes occurred in the central part of the Shizuoka prefecture in April,1981. Hypocentral 
distribution, the focal mechanism of the largest shock and daily number of the shocks counted at OKB.
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